
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワセミは一年中見られますが、特に子

育てが終わる秋ごろからよく現れるように

なります。水鳥公園で見られるカワセミの

多くは幼鳥で、脚が黒っぽく、全身の羽毛

も成鳥と比べると色の鮮やかさに欠けま

す。年齢の見分けは脚の色の違いが分かり

やすいので、運よくカワセミに出会えたら、

脚の色に注目してみましょう。脚が赤けれ

ば成鳥です。（左の写真はオスの成鳥です） 

 

バンのケンカをカルガモが仲裁？ 
2019 年 7 月 11 日のお昼頃に、激しく争う

2 羽のバンの間に、1 羽のカルガモが割って入

るという珍しい行動が観察されました。このカ

ルガモは、バンがケンカを始める度に間に割っ

て入り、ケンカが完全におさまるまで仲裁？を

繰り返しました。  

このカルガモは、まるで格闘技の試合で、ゴ

ングが鳴っても戦 

いをやめない選手

に割って入るレフ

ェリーのようでし

た。このカルガモの

本当の目的は何だ

ったのでしょう？ 

アカガシラサギ 6年ぶりに現る！ 
2019 年 7 月 20 日の 13 時ごろに、園内

でアカガシラサギが 1 羽確認 

されました。 

周辺地域では、近年に目撃

情報がありましたが、園内で

確認されたのは2013年11

月以来 6年ぶり 4回目です。

残念ながら、翌日以降は現れ

ていません。 

 
ｷｼﾞ、(ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ)、ｺﾊｸﾁｮｳ(負傷個体)、ｵｶﾖｼ

ｶﾞﾓ、ﾖｼｶﾞﾓ、ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ、ﾏｶﾞﾓ、ｶﾙｶﾞﾓ、ﾊｼﾋﾞ

ﾛｶﾞﾓ、ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ、ｺｶﾞﾓ、ﾎｼﾊｼﾞﾛ、ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ、

ｽｽｶﾞﾓ、ｶｲﾂﾌﾞﾘ、ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ｶﾜｳ、ｺﾞｲｻｷﾞ、ｱ

ｶｶﾞｼﾗｻｷﾞ夏羽、ｱﾏｻｷﾞ、ｱｵｻｷﾞ、ﾀﾞｲｻｷﾞ、

ﾁｭｳｻｷﾞ、ｺｻｷﾞ、ﾍﾗｻｷﾞ、ﾊﾞﾝ、ｵｵﾊﾞﾝ、ｶｯｺ

ｳ(声)、ｱﾏﾂﾊﾞﾒ、ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ、ｺﾁﾄﾞﾘ、ｾｲﾀｶ

ｼｷﾞ、ﾀｼｷﾞ、ｵｸﾞﾛｼｷﾞ、ﾂﾙｼｷﾞ夏羽、ｱｶｱｼ

ｼｷﾞ、ｺｱｵｱｼｼｷﾞ、ｱｵｱｼｼｷﾞ、ｸｻｼｷﾞ、ﾀｶﾌﾞ

ｼｷﾞ、ｷｱｼｼｷﾞ、ｿﾘﾊｼｼｷﾞ、ｲｿｼｷﾞ、ｷｮｳｼﾞｮ

ｼｷﾞ、ﾄｳﾈﾝ、ﾊﾏｼｷﾞ、ｴﾘﾏｷｼｷﾞ、ｳﾐﾈｺ、ｸ

ﾛﾊﾗｱｼﾞｻｼ、ﾐｻｺﾞ、ﾄﾋﾞ、ﾁｭｳﾋ、ｵｵﾀｶ、

ｶﾜｾﾐ、ｺｹﾞﾗ、ﾊﾔﾌﾞｻ、ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ、ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞ

ﾗｽ、ﾋﾊﾞﾘ、ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ、ﾂﾊﾞﾒ、ｺｼｱｶﾂﾊﾞ

ﾒ、ｲﾜﾂﾊﾞﾒ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、ｳｸﾞｲｽ、ｵｵﾖｼｷﾘ、ｾｯｶ、

ﾑｸﾄﾞﾘ、ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ、ｽｽﾞﾒ、ﾊｸｾｷﾚｲ、ｶﾜﾗﾋﾜ、

ﾎｵｼﾞﾛ、(ｿｳｼﾁｮｳ)(声) 
 

合計：７４種類 
※下線太字は注目の鳥、（ ）は外来種。 

              

 

 

← 

巣立った幼鳥に給餌す

るツバメの親鳥 

（2019年6月12日撮影） 

２ ０ １ ９ 年 ５ 月 １ ３ 日 ～ ８ 月 １ ６ 日 に 見 ら れ た 鳥 
今 月 の Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水鳥公園のイベントの参加には入館料が必要です。表示があるものを除き、会場・集合場所は水鳥公園ネイチャーセンターです。 

9月1日（日）受付開始                  ※とっとり県民カレッジ連携講座 

コ ハ ク チ ョ ウ 初 飛 来 日 ク イ ズ 2 0 1 9 
内  容：今年のコハクチョウの初飛来日を予想して投票してもらい、正解者にはもれなく記念缶バッチ

を贈呈します。さらに、正解者の中から抽選で 3 名には、羊毛フェルトのコハクチョウもプレ

ゼントします。 

対  象：期間中のネイチャーセンター入館者 

応募方法：入館時に配布する応募用紙に必要事項を記入し、応募用

紙を館内の応募箱に入れます。応募はお一人につき 1 回

とさせていただきます。 

応募期間：9 月 1 日（日）からコハクチョウが初飛来するまで 

9月16日（月・祝）10：00～12：00       ※とっとり県民カレッジ連携講座 

自 然 観 察 会 「 絶 滅 危 惧 種 の 虫 を 探 そ う ！ 」 
内 容：園内で昆虫採集をして、絶滅危惧種の虫を探します。 

対 象：小学生以上の親子がおすすめ。定員 12 組・要予約 

持ち物：捕虫網、虫かご（貸し出し OK） 

服 装：草むらを歩くので、運動靴と靴下、長ズボンでご参加ください。裸足

にサンダルやクロックスは厳禁。 

9月 28日（土）13：30～16：30          ※とっとり県民カレッジ連携講座 

手作り自然教室 「 カエル工房 i n 米子水鳥公園 」  
内 容：プロのレプリカ職人をお招きし、本物そっくりなカエルのレプリカを

作ります。 

講 師：カエル工房 

対 象：小学生以上先着 20 名・要予約 

参加費：500 円（入館料込） 

服 装：塗料を使うので、汚れてもよい服装でご参加ください。 

お申し込み・お問い合わせ先：米子水鳥公園ネイチャーセンター 

〒683-0855 鳥取県米子市彦名新田665 TEL：0859-24-6139 FAX：0859-24-6140 

ホームページ http://www.yonago-mizutori.com 

●開園時間：4 月～10 月 9：00～17：30 

11 月～3 月 8：30～17：30（土・日・祝日は、7：00 から開園） 

●入 館 料：高校生以上 70 歳未満：310 円（年間パスポート 1540 円）中学生以下および 70 歳以上：無料 

●休 園 日：毎週火曜日（祝日を除く）および祝日の翌日（土曜、日曜を除く） 

9月 23日（月・祝）9：30～14：00  NHK カルチャー米子教室 

「絶滅危惧種コアジサシ保全のために使われるデコイを作ろう」 
内 容：鳥取県で絶滅が心配されているコアジサシを呼び戻すための模型（デコイ）を作ります。小刀を

使用せずヤスリで制作できます。 

対 象：小学 4 年生以上先着 15 名・要予約 

参加費：（会員）2,160 円、（一般）2,484 円、（小・中学生）1,836 円 

（入館料込）＋教材費 1,500 円 

服 装：塗料を使うので、汚れてもよい服装でご参加ください。 

お申し込み先：TEL 0859-35-1001 NHK カルチャー米子教室 まで 


